
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

町民・職員いっしょにチャレンジ 

じゃあ、ＤＯする？「協働はじめの一歩」 
～グループで協働モデル事業提案シート作成 

 1月 27日（火）の夜、第 7回「協働のまちづくり連続講座」
を開催しました。参加者は、町民と職員を合わせた受講生 16名、
事務局や運営スタッフも合わせると、全員で 21名でした。 
まず最初に受講生まっきーによるアイスブレイクをしたあと、

前回に引き続き、武豊町を元気にする「私たち発！の取り組み」
について話し合いました。また、プチ講座「プレゼンテーション
のコツ」を聞いたあと次回の発表会に向けてプレゼンテーション
の作戦会議も行いました。 

  

１．受講生によるアイスブレイク 
「家からここまで何分？」ｂｙまっきー  

２．グループワーク（前半） 
「協働事業提案シートの作成」 

３．プチ講座 
 「プレゼンのコツ」 

４．グループワーク（後半） 
「提案シート作成～プレゼン作戦会議」 

アイスブレイク「家からここまで何分？」ｂｙ まっきー 

 

 

グループワーク  
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1月 27日(火) 19:00～21:30  思いやりセンターにて 
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プログラム 

 

グループで、①公益性
②事業性③汎用・発展性
の3つの視点に気をつけ
ながら、協働プロジェク
トの具体的な内容を考
えました！ 

「家からこの会場まで、一番早く 

来れる方法で何分かかるか？」で 

ぐるっと一周の輪になりました。 

 

ねらいがはっきりしたので一丸 

となって進めていけるといい！ 

「何のために」という部分 

ですごく悩みました！ 

短時間でもいいアイ 

デアが出てきた！ 

発表に向けて順調 

に話が進んだ！！ 

 



 

 
 
  

プチ講座 「プレゼンのコツ」 
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うまくまとまるか不安でしたが、なんてことはない！

仲間が集まれば全然大丈夫でした／内容がどんどん

決まっていき一安心。ねらいがはっきりしたので一丸 

となって進めていけるといいです／プレゼンのコツ→伝える 

技術。達成したい目的の重要性がよく理解できました／次回最終

回、楽しみです！次回最終回…寂しいです／実際にプロジェクト

が進んでいくことを想像したら、わくわくしてきました／具体的

なアイデアはたくさん出ましたが、「何のために」という部分で、 

皆ですごく悩みました／活動をチーム名やプロジェクト名にから

めて伝わりやすくするのは難しかったです／年寄りがどこまで 

言ってもよいかな？！を考えながら今日は参加しました／おでん 

うますぎ！ごちそうさまでした！ ほか 

休憩  
 

ひとこと 
アンケート 

より 
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１ 提案で実現したいことを明確にする 

２ いちばん伝えたいこと（コンセプト）を具体的 
な言葉で表現する 

３ 伝える相手（ターゲット）をしぼる 
４ 伝えるための戦略を考える 

・優先順位を付け、思い切って情報量を減らす 
・ふさわしい声の調子や態度を選ぶ 
・メリハリをつける（出だしや終わりなど） 
・心に響くキヤッチコピーやタイトルを 

 

相手の立場に 
立って！ 

気持ちや理解度 
メリット 
に合わせて 

 

グループワーク 「提案シート作成～プレゼン作戦会議」 
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